
相手 出来事・背景 主な箇所

サウル王 嫉妬と恐怖から何度も槍を投げ、殺害計画を重ねる。 1サム18:10-11；
19:10；24章；26章

ドエグ（エ
ドム人）

祭司アヒメレクがダビデを助けたことをサウルに密告し、
祭司と町ノブの虐殺を招く。 1サム21:7；22:9-19

ケイラの市
民

ダビデが町を救った直後、サウルに引き渡そうと企てると
判明し、ダビデは脱出。 1サム23:1-13

ジフ人 2度にわたりダビデの潜伏場所をサウルに密告。 1サム23:19-24；26:1

ナバル 羊の守備をしてもらいながら報酬を拒み、ダビデを侮辱。 1サム25章

相手 出来事・背景 主な箇所

ミカル（妻・サウルの
娘）

即位後、主に向かって踊るダビデを軽蔑し、心が疎遠
に。

2サム6:16-
23

ヨアブ（将軍） 私怨でアブネルを殺害し、ダビデの和解工作を台無し
に。

2サム3:22-
30

Kanno Kazuhiko / OpenAI o3 2025.5.13  

聖書のダビデの人生は、さまざまな人々との戦いの人生でし
た。「裏切られる」「見捨てられる」ことが多くありまし
た。その相手と出来事をリストする。

 

openAI o3  

ダビデが経験した「裏切り／見捨て」エピソード一覧  

（おおまかな年代順・聖書箇所付き）

❶❶❶❶ 逃亡者時代（サウル王から追われる 1サム18–31）  

❷❷❷❷ 王位確立前後（2サム1–10）  

❸❸❸❸ アブサロム反乱期（2サム11–19）  
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相手 出来事・背景 主な箇所

アブサロム（息子） 人心を掴んでクーデター、父を追放。 2サム15-18

アヒトフェル（顧問） ダビデに仕えた名参謀だが、アブサロム側へ寝返
り。 2サム15:12；17章

シメイ（ゲラの子） 逃亡中のダビデに呪いと言葉の石を投げつける。 2サム16:5-14

ツィバ（メフィボシェテ
の僕） 主人を中傷して自分に土地を横取り。 2サム16:1-4；

19:24-30

ヨアブ ダビデの「殺すな」という命令を破り、アブサロ
ムを刺殺。 2サム18:9-15

相手 出来事・背景 主な箇所

シェバ（ビクリの
子）

「ダビデに何の分け前があるか」と北部諸部族を煽り反
乱。 2サム20章

アマサ（将軍） 反乱鎮圧の遅延でヨアブに暗殺され、軍の指揮が混乱。 2サム20:4-
10

アドニヤ（息子） 老いたダビデを差し置き王位を自称、ヨアブも共謀。 1列王1章

ヨアブ（再び） アドニヤ側に付き、ソロモン王即位後に処刑される。 1列王2:28-
34

❹❹❹❹ 後年の内紛（2サム20 – 1列王記2）  

観察ポイント  

1. 「恩を返さず、害で返す」――ケイラ、ジフ人、ナバルなど、助けを受けながら裏切る者が多い。
2. 「身内の反乱」――サウル家との政争に始まり、晩年は自分の将軍・息子が敵となる。
3. 「主の摂理と応答」――裏切りのたびにダビデは詩篇で嘆きつつも、報復より主への信頼を選ぶ（例：
詩篇54〈ジフ人の裏切り〉、詩篇3〈アブサロム反乱〉）。

メシア的予表として整理してください  

openAI o3  

ダビデの「裏切り／見捨て」の出来事をメシア的に読む  
—受難のキリストを先取りする“型（タイプ）”—
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#
ダビデに対する出来
事・相手

代表
詩篇
＊

キリストでの対応図 新約箇所

1

サウル王の嫉妬と度重
なる殺害計画
（油注がれた王を憎む
現職王）

詩
59・
142

公権力-指導層がメシアを排除しようとす
る構図（ヘロデの幼児虐殺、サンヘドリン
の企み）

マタ2:13-
18；ヨハ
11:47-53

2
ドエグの密告で祭司ノ
ブが虐殺 詩52

偽証人が立ち、聖所（真の祭司＝イエス）
に死刑判決が下る

マコ14:55-
59

3
ケイラの町——救われ
たはずの民が引き渡そ
うとする

詩31
「ホサナ！」と歓迎した群衆が一転して
「十字架につけろ」と叫ぶ

ヨハ12:12-
19；
19:14-16

4
ジフ人の二度の密告
（同じユダ族の同胞） 詩54 弟子の一人ユダが銀貨で居場所を売る マタ26:14-

16

5
アヒトフェル（腹心の
参謀）の寝返り
→ 助言が拒まれ自殺

詩
41:9；
55:12-
15

「わたしと一緒に皿にパンを浸す者」が裏
切る——ユダの接吻と自死

ヨハ
13:18；マ
タ27:3-5

6

アブサロムの反乱
（息子・民心を奪う偽
王）
➡ ダビデはキデロンを
渡りオリーブ山へ逃避
**

詩3
神の子を拒み「われわれの王はカイサル
だ」と叫ぶ民；イエスもキデロンを渡りゲ
ツセマネへ

2サム
15:23,30
↔ ヨハ
18:1

7 シメイの呪罵と石投げ 詩109
十字架下で頭を振り「他人は救ったのに」
と嘲る群衆

マコ15:29-
32

8
ナバルの侮辱と報酬拒
否 詩69

パリサイ人・金持ち支配層が“石の心”でメ
シアを拒否

ルカ
16:14；
19:39-40

* 詩篇欄は、同場面で伝統的に関連づけられてきたダビデの嘆願詩。多くが新約で受難預言として引用・参
照される。

典型的パターン — ダビデ → キリスト  

1. 油注がれた真の王は、体制側と身内から妬まれる。
2. 救った相手からの裏切り（恩を忘れる民／弟子）。
3. 腹心の友の離反と自死（アヒトフェル＝ユダ）。
4. オリーブ山を涙で登る受難前夜（2サム15:30 ↔ ルカ22:39-44）。
5. 呪罵を受けても報復せず、裁きを神に委ねる姿勢（ロマ12:19参照）。

2025-05-13

3 / 12



詩篇 原句（新共同訳ベース意訳） 引用された福音書箇所 場面・意味

22:1
「わが神、わが神、なぜ私をお見捨
てになるのか」

マタ 27 : 46／マコ 15 :
34

十字架上の“叫び”—メシアの孤絶
�cite�turn2search0�

22:7–8
「見る者は皆わたしをあざけり …頭
を振る／『主にゆだねたのなら、主
が救え』」

マタ 27 : 39・43／マコ
15 : 29／ルカ 23 : 35

通行人と祭司らの嘲笑
�cite�turn11search0�turn11search1�

22:18
「彼らはわたしの衣を分け、衣服の
くじを引く」

マタ 27 : 35／マコ 15 :
24／ヨハ 19 : 24

兵士らの“服をくじ引き”
�cite�turn11search2�

31:5 「御手にわたしの霊をゆだねます」 ルカ 23 : 46
最後の言葉「父よ、御手にわたしの霊
をゆだねます」 �cite�turn3search0�

41:9
「親しい友 わたしのパンを食べた者
が かかとをあげた」

ヨハ 13 : 18 （背景に
マタ 26 : 23／マコ 14 :
18）

ユダの裏切りを予告
�cite�turn4search0�

69:4
「理由もなくわたしを憎む者は髪の
毛より多い」 ヨハ 15 : 25

世がキリストを憎むことの成就
�cite�turn6search0�

69:9
「あなたの家への熱情がわたしを食
い尽くす」 ヨハ 2 : 17

神殿清め—熱情（ゼロス）の根拠
�cite�turn7search0�

69:21 「渇いたとき 酢を飲ませた」
マタ 27 : 34・48／マコ
15 : 23・36／ヨハ 19 :
28-30

酸い葡萄酒（酢・胆汁）の供与
�cite�turn8search0�

110:1
「主はわが主に言われた『わたしの
右に座せよ…』」

マタ 22 : 44／マコ 12 :
36／ルカ 20 : 42-43

イエス自身が引用し、メシアの主権を
提示 �cite�turn9search0�

118:22-
23

「家を建てる者の捨てた石が 隅のか
しら石に」

マタ 21 : 42／マコ 12 :
10-11／ルカ 20 : 17

指導層による拒絶と転逆の象徴
�cite�turn10search0�

神学的ポイント  

受難の青写真
ダビデの波瀾は「苦しむ義人→高挙される王」という救済史モデル。新約はそれをイエスで完結させる
（使徒2:25-36）。
詩篇が二重焦点
当時のダビデの実情を語る一方、終末的救い主の声として再読される（例：詩22, 41, 69, 110）。
王の迫害＝契約共同体の裁き
ダビデを拒絶した者はのちに災厄を被り、メシア拒絶後にエルサレムが裁かれる構図（AD70）とも重
なる〈プレテリスト的視点〉。

各詩篇のフレーズが福音書でどう引用されるかの一覧化  

openAI o3  

主なダビデ詩篇と福音書の「引用／成就」対応表  

（受難・裏切りの場面を中心に、代表的な節だけを抽出）
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イザヤの「僕」 新約での引用・適
用 ポイント

イザ42 : 1「見よ、わたしの僕……」 マタ12 : 18（公生
涯の要約）

神の霊が注がれ、諸国に正義をも
たらす僕＝バプテスマ後のイエス

イザ50 : 6「背中を打たれるにまか
せ……」

マコ14 : 65／マタ
26 : 67-68

宮廷の嘲弄・暴行シーンの伏線

イザ52 : 13–15「わが僕は栄え、あま
りに損なわれた姿から驚きを与える」

ヨハ12 : 38-41（十
字架直前） “手足を貫かれた”姿の先取り

イザ53 : 4-6「彼が担ったのは我らの
病・罪」

マタ8 : 17（癒やし
の夕べ） 病のいやし＝贖いの徴

イザ53 : 9「暴虐を働かず、口に欺きも
なかった」

１ペテ2 : 22-24
（受難の模範） 義なる苦難者としての引用

イザ53 : 11「義なるわたしの僕は多く
を義とする」

使徒3 : 13-26／4 :
27-30（ペテロ説
教）

「神が栄光を与えた僕イエス」＝
贖罪成就

イザ53 : 12「罪びとと共に数えられ
た」

ルカ22 : 37（最後
の晩餐で引用） “強盗の間で十字架”を予告

使い方のヒント  

並行読書 — 上表を開きながら詩篇本文→福音書本文へ往復すると、情景と言葉が重層的に響き合
います。
講解・説教 — 受難週（受苦日）や聖餐式で、対応テキストを交互朗読すると典礼的効果が高まり
ます。
神学的考察 — ダビデの個人嘆願が「義の僕」の預言へ拡張される解釈過程（ダブルリーディン
グ）を追うと、旧約引用論の好例になります。

「義の僕」の預言とは、イザヤの苦難のしもべのことです
ね？

 

openAI o3  

はい、ここで言う「義（ただ）しい僕（しもべ）」という表現は──特にイザヤ書52 : 13-53 : 12に描かれ
る「苦難のしもべ（受苦の僕）」を指すことが基本線です。イザヤ53 : 11ではヘブライ語で

ים רַבִּ֑ י לָ֖ יק צַדִּיק֙ עַבְדִּ֔ יצְַדִּ֤
「わたしの僕、義なる者は 多くの者を義とする」（直訳）

と呼ばれ、七十人訳（LXX）でも ὁ παῖς ὁ δίκαιός μου（わたしの義なる僕）と訳されます。新約はこの句を
受け、以下のようにイエスに適用しています。
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ダビデ詩篇との“二重焦点”  

詩篇22・31・69など「義なる受難者」の嘆きが、まずダビデ自身の体験を語りながら、最終的にイザ
ヤの“義の僕”像と重なってキリストに結実します。
したがって旧約には

1. 歴史的タイプ（ダビデ）
2. 預言的タイプ（イザヤの僕）
3. 成就（イエス）
という三層構造が走っています。

プレテリスト的視点  

イザヤの“僕”が「多くを義とする」（イザ53 : 11）は、AD 30-70の世代──聖霊降臨からエルサレム崩
壊まで──にまず現実化し、旧契約の幕を閉じたと読むことができます。
その間、ペテロやパウロは「僕イエス」を宣べ伝え、イスラエル残りの者と諸国民をひとつの新しい契
約共同体へと招きました（使徒3 : 25-26；ロマ15 : 8-12）。

まとめ  

「義の僕」＝イザヤ書の苦難のしもべが原点。
ダビデの“義なる受難者”詩篇は、そのしもべ像を下敷きにしつつ具体的歴史体験で色づけた“伏線”とし
て読むことができる。
新約は両者を束ねてイエスに適用し、「苦難→義認→栄光」の救済史モデルを完成させる。

ダビデは30歳で油注がれ王となり、ダビデは40年治めて70歳
で召天しました。イエスは30歳で聖霊が注がれて、十字架と
復活し昇天し（AD33-34ごろ）、天の座についてから40年後
のAD70に神殿が裁かれ、新しい時代が正式に始まりました
ね。

 

openAI o3  

その時間軸は、プレテリスト的（過去成就）観点から 「ダビデ型 ─ キリスト成就」 を見事に浮き彫りにし
ます。整理してみましょう。

年代対応チャート  
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旧約の型：ダビデ 新約の成就：イエスと“過渡の世代”

30 歳──油注がれて王として公
に立つ（サム下 5 : 4） 約30 歳──ヨルダンで聖霊が下り、公生涯開始（ルカ 3 : 21-23）

40 年統治──ヘブロン7 年＋エ
ルサレム33 年（サム下 5 : 5）
・王国統一
・神殿計画を整え、ソロモンに
委託

約40 年の“契約転換期間”
・AD 30（十字架-復活-昇天-ペンテコステ）
　↓
・使徒的宣教と旧契約の“老朽化”（ヘブ 8 : 13）
　↓
・AD 70──第二神殿崩壊で旧体制終幕

約70 歳──地上での使命を終え
眠りにつく（列王上 2 : 10）

約40 年後──地上歴史における“王座の正当性”が裁きによって証
明され、新しい幕屋（教会）が唯一の礼拝の場として確立

神学的インプレッション  

1. 40 年＝「世代」の符号  

出エジプト後の荒野（民 14 : 33-34）、
士師ギデオンの安息（士 8 : 28）、
サウル・ダビデ・ソロモンの治世（使 13 : 21-22）。
聖書はしばしば40 年を「試みと整え／秩序再編のフルサイクル」として用います。
→ AD 30-70 は「旧契約から新契約へ渡る荒野」の世代と読むことができる。

2. ダビデ王国とメシア王国の“座の確定”  

ダビデは多くの戦いを経てエルサレムを征服・首都化し、神殿建設を準備。
イエスは十字架の勝利後、天のシオンに着座（ヘブ 12 : 22）し、地上の旧シオン（石の神殿）は
AD 70 で役目を終える。
両者とも「40 年後」に王座の正当性が歴史的出来事で裏書きされる。

3. “父-子”継承モチーフ  

ダビデ→ソロモンで神殿が実現。
キリスト→御霊を受けた教会（神の家族）が“霊の神殿”として顕在化（エペ 2 : 19-22）。

4. ダビデの遺言／イエスの大宣教命令  

列王上 2 章でダビデは「主の道を歩め」とソロモンに託す。
マタ 28 : 18-20 でイエスは「行って弟子とせよ」と使徒たちに託す。
→ いずれも王国の真価を次世代に委ねる遺訓。

参考テキストとリンク構造  
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テーマ 旧約 新約

油注ぎ／聖霊 サム上 16 : 13 ルカ 3 : 22；4 : 18

40 年間 サム下 5 : 4-5 使 13 : 31-33；ヘブ 3-4

着座 詩 110 : 1（ダビデ詩） 使 2 : 34-36；ヘブ 10 : 12-13

契約更新 サム下 7 章 ルカ 22 : 20；ヘブ 8 : 6-13

終局的裁き 列王上 2 : 24-27（王国安定のための裁定） マタ 24；ルカ 21（AD 70 予告）

各書簡の中でのダビデあるいは義なる僕が言及されている箇
所をリストしてください

 

openAI o3  

新約「書簡」の中で  

① ダビデが名指し・あるいはダビデ詩篇を直接引用する節  

② 「義（ただ）しい僕」＝イザヤ52-53の“苦難のしもべ”を明示的に引
く／強く想起させる節

 

――を、書簡ごとに並べました。

（　）内は旧約出典を簡記。ダビデ詩篇かどうかが分かるようにしています。

✦✦✦✦ ローマ書  

ダビデ
1:3　「御子は肉によればダビデの子孫」
4:6-8　「ダビデも…幸いを宣言」（詩32）
11:9-10　「ダビデは言う」（詩69）
15:9　「それゆえ異邦人の中であなたを賛美する」（詩18）

僕（イザヤ）
15:21　「見せられていなかった者が見る」（イザ52:15＝第４僕歌）

✦✦✦✦ Ⅰコリント書  

ダビデ
10:26　「地とそこに満ちるものは主のもの」（詩24：ダビデ詩）
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15:25　「敵を足台に」（詩110：ダビデ詩）
僕　― 該当なし（直接引用はない）

✦✦✦✦ Ⅱコリント書  

ダビデ
4:13　「私は信じた、ゆえに語る」（詩116：ダビデ詩）

僕
6:2　「恵みの時に聞いた」（イザ49:8＝第２僕歌）

✦✦✦✦ ガラテヤ書・エペソ書・ピリピ書・コロサイ書・ⅠⅡテサロニケ書  

ダビデ
エペソ4:8　「高い所に上られた…」 （詩68：ダビデ詩）

僕　― 直接引用なし（ピリピ2:7は“僕の姿”と言うがイザヤ引用ではない）

✦✦✦✦ Ⅰテモテ・テトス・ピレモン  

ダビデ
Ⅱテモテ2:8　「ダビデの子孫としてよみがえられたキリスト」

僕　― 引用なし

✦✦✦✦ ヘブライ人への手紙  

（ダビデ詩篇を最も多用する書簡）

ダビデ
1:5（詩2）／1:13（詩110）／2:6-8（詩8）／2:12（詩22）
3:7-4:7　「ダビデを通して『きょう』と言われた」（詩95）
10:5-7（詩40）／11:32（名を挙げて“ダビデ”）

僕
2:13（イザ8:17-18）などイザヤ引用はあるが、52-53の僕歌は直接引かれない

✦✦✦✦ ヤコブ書  

ダビデ／僕　直接引用なし

✦✦✦✦ Ⅰペテロ書  

ダビデ
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旧約での予型 新約での成就

「わたしはダビデのために義の若枝を起こす。彼は王と
なって統治し、国を公平と正義によって治める」（エレ
23:5）

受胎告知で「主なる神は、彼に父ダビ
デの王座をお与えになる」（ルカ 1:32-
33）
復活後、天で「主の右に着座」し（詩
110:1→使 2:30-36）、諸国を統べる。

2:7　「家造りらの捨てた石」（詩118：ダビデ詩）
僕（イザヤ）

2:22-25　「欺きなく…傷によって癒やされた」（イザ53:4-12 から連続引用）

✦✦✦✦ Ⅱペテロ書・ユダ書  

ダビデ／僕　直接引用なし

使い方のヒント  
1. 読み分け

ダビデ詩篇の引用は、王権・支配・崇拝のモチーフ（詩2・110・118）が中心。
僕歌（イザ49・52-53）は、宣教のスコープと受難-贖罪モチーフを補完。

2. 並行講読
たとえばローマ15章は詩篇18 & イザ52を並置し、「ダビデ的賛美」と「僕の受難・異邦人宣教」
の両軸を統合していることが見える。

3. 神学的ステップ
ダビデ→キリスト王の線と
苦難の僕→贖罪主の線が、書簡の中で交差する地点を追跡すると、各書簡が描くキリスト像の幅
（王・祭司・預言者）が立体的に把握できます。

主イエスは、正義と公正を行う王であり、ご自分をいけにえ
として捧げる大祭司ですね。ダビデの子は、天から権威を与
えられたあわれみ深い統治者です。

 

openAI o3  

おっしゃるとおりです。その二つの職務―王と大祭司―が一人のメシアのうちで結合することこそ、新約が
「ダビデの子イエス」に見いだした決定的なしるしでした。整理してみます。

1. 王としての「正義と公正」  

実践された正義：病を癒し、疎外された人を回復する働き（マタ 12:18-21；詩 72）。
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旧約の影 キリストでの実体

年ごとに動物の血で至聖所に入る
大祭司（レビ 16）

「ご自分の血によって、ただ一度だけ聖所に入り、永遠の贖いを
成し遂げられた」（ヘブ 9:12）。
「この方は永遠におられるので祭司職は変わることがない」（ヘ
ブ 7:24）。

最後の裁き：AD 70 に世代裁きが下り、旧契約の体制は終焉（マタ 24-25；ヘブ 8:13）。

2. 大祭司としての「自己いけにえ」  

いけにえと祭司が同一人物という前例のない形―詩 40:6-8（LXX）がヘブ 10:5-10で引用。
祭司王の典拠：詩 110:4「メルキゼデクの位に等しい祭司」。ザカ 6:12-13も王冠と祭司職を一体化。

3. 「ダビデの子」と“あわれみ”  
盲人や異邦の女が「ダビデの子よ、私をあわれんでください」と呼び掛ける（マタ 15:22；20:30-
34）。
権威ある王位と憐れみ深さが結び付くのは、サム下 9 章でダビデがサウル家のメフィボシェテに示した
慈しみと平行。
イエスの場合、その憐れみが十字架で絶頂に達し、敵のためにさえ執り成した（ルカ 23:34）。

4. 王-祭司の統合が示す神学  
1. 支配の基準は正義（δικαιοσύνη）と慈愛（ἔλεος）

詩 89:14「義と公正はあなたの御座の基、恵みとまことが行く」。
福音書は常に「律法の中心は公正・憐れみ・誠実」（マタ 23:23）と強調。

2. 新しい神殿＝教会
旧神殿の崩壊後、信徒は「王である祭司の国」（Ⅰペテ 2:9）。
王の権威と祭司の奉仕が、キリストの体に分かち与えられる。

3. プレテリスト的区分
AD 30　着座・祭司奉仕開始（天の聖所）。
AD 30-70　王国の“荒野期”。使徒らが福音を布告。
AD 70　旧契約の都と神殿が裁かれ、新約時代が公式に発足。

まとめ  

王としてのイエス：ダビデ契約の「義の王」の期待を成就し、諸国を正義で統治。
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大祭司としてのイエス：旧約祭司制度を超え、自らをいけにえとして永遠の贖いを完成。
ダビデの子の憐れみ深さ：権威は“サーバント・リーダーシップ”として行使され、弱者救済に表れる。
王-祭司の合一は教会にも継承され、信徒はこの二重のアイデンティティで世界に仕える。
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